




真珠のシミの正体

真珠はνミを生ずると品質が低下します。 νミは色々の程度i乙〆発達します

が、一部に突出して突起真珠になる事も屡々見られます。 νミのお15分を取り分

析してみますと、こ Lには有機物質が沢IUあり、含まれている災駿カ/レ乙/ヴム

は CalciteY<乙結晶している挙がllJります。このようなνミを生ずる原閃を追究

する為には、その i巨体をI何らかにするのがた切でしょう。

上)翼珠形成初期において、 νミに発達しつ Lある

て反射でみたところ。 170x

J主i区役光也'を{史JHし

下)ν ミの部分を剥落し透過光線によって観察したところ。膜状の物質は浮い

Conchiolinで、その1:に多数の稜柱が成長Lています。この膜と核との接触

面には細胞や組織がみられました。 75x

νミは形態や成分から考えて、俊tt緩や殻J}Z)援である事が判ります。しかし、

これらを形成する真珠袋の形態、に変化を与え、そして分泌物に変化をおよぼす

ものは何者でしょうか。先にみられました細胞や組織、そこに1'f:りだされた品

出条i'Iーが問題な事は般かでしょう。



本年度の集荷と評価の現況について滋

松 尾 圭 起

(全国真珠養殖漁業協同組合常務理事)

j品目、佐藤代表幹事より講演依頼をうけましたが、多忙の為に原稿も用意出

来ませんので思いついたま L御参考に供したいと存じます。

集荷は何故に起ったかとい Lますと、御存知の通り29年、 30年と非常に業界

が不況に陥いった時に、資島で臨時総会を開きこのま Lでは業界が続かないか

ら市価維持のために本年度は作業を 1年間休Jとして維持しようではないかとい

う悲険な総会をやりましたが、その後、組合の幹部とか業者が一丸となって善

後策を講じ政府、県へも幾度も陳情に参りましたが、如何んせん国家のカをか

りるには法律がなければならない。法律を{ノfるには国会を通過せねばならぬと

いうので、今iEに倒れんとするには到低間に合わない。それでいろいろ研究の

結果、農林中金へ運動をした所が、その当時の理事長である湯川氏が哀珠審議

会の会長でもありましたし、非常に真珠について関心をもって頂いておりまし

たので何とかしようじゃないか……というのでいろいろ研究の結果、集荷資金

を惜してやろうという事になったのであります。

そして30年度から第 l凶を始めたのでありますが、組合員の認識も不足し協

力も少なかったので成績はわるかったのでありました。 30年度は1，430〆、金

額にして769，599，000円、人員にしましては584人という様な成績であり、湯川i

盟事長に非常にHじられました。

しかし、最初の事であるので許して国き、引き続いて出してl頁いたのであり

ますが、翌31年度は相当多くなりまして2，695〆892匁、金額にして1，624， 217， 

OOOFJという成績を得ました。

次に32年度も大体同じ様な成績ーであり、本年度は l目、 2回とやった所だけ

でありますが、出荷は331〆519匁、 154，713，000円という所であり、本年は昨、

一昨年よりも上成績に行くのでないかと見透しをつけておりますが、本年度も

御承知の通り夏には非常に市価が安く、 300円、 400円位で神戸あたりで投売り

をやっているので非常に心配し、何とか資金を貸りうけて集荷を早くしようで

はないかと撲中へ交渉をしました。本年度は春の生産資金も貸りられなかった

ので、良い真珠を作るためにffl揚げを止めるために何とか応急、の資金をかして
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漬けないかと交i歩したのですが、遺憾乍ら志も達する事がw米ませんでしたの

で、例年なれば10月から集荷するのですが、本年は 9月rド頃から築 f，Jj-tるごJf.に

なり、お蔭で始まって以来、や L市仰が安定し投売りが止んだようで喜んでお

ります。本年度の集荷に封しましても値段の点について非常に協議を重ねたの

であります。毎年!東京、神戸の方々と協議して値段を決定するのであります

が、本年度も同じ様にして定めたのであります。東京、神戸ではネックレス

の買取会役も出来、又市価安定封策委員が11:米て何としてでも昨年度の値段よ

り下げない様にしようという事になり、このJえでは我々 のJLtl想の態勢に叶った

ようで喜んでいるのであり、過日各ブロックを廻りお見せ飲した見本の値がそ

れであります。

一応現在では収まったようでありますが、唯この i!:¥I"j誌の如何によりまして

は成績が非常に影響するのでありまして特に汗仰に当って問題になりましたの

は細厘なんですが、細厘はこれ迄非常に価格がよかったという事は品物が少な

かったのでありますが、産珠や小珠に 2年や3年もか Lってやるよりも細座を

3ヶ月や4ヶ月か Lってぞる方が得だという故Jえもあり、市lB}豆が非常に多くな

り、文反商、需要の方は殆んどといってよい位ないので非常に安いのでありま

すが、これは採算の点でも非常に気の毒でありますので、市価を無視してどう

やらやって行ける値段、乃ち政策的値段ということにしました。市価より2、3

割高くなっておりますが、これは量も少いので付l合に集めれば、いづれかは売

れて行くのでないかという維持策を考えて買取りをやっております。

それ故、組合としましては、たとえ売れなくても買取って政張ってみようと

三考えているので制度業者の方はまだまだ御満足が行かないでしょうが、この点

よく御考えになって協力をおねがい致します。大体集荷の成績に於いては只今

iやし上げたようでありますが、現在の組合の仕事としましてはこの集荷にか与

っており成績如何によりましては農中の出資もどうなるかllJらない……という

事になり、毎年々々の契約によって出資して頂く事になっていますので、我々

はその点非常に心許なく思っておりますので何か安定的の方法がないものかと

常に研究しているのでありますが、前年河野氏は農林大臣の|時にも非常に関心

をもって隈本政策を講じてやろうという話でありましたが、!待機が熟せずその

ま与になっております。

私は常々安心して事業の出来る何か確固たる方策がないといけないと思って

いるのでありますが、現在農林省や県におきましても、業界におきましても非

常な関心をもって猛運動をやっております。この点振興会がtlc，心となっていろ

いろやって下さっているわけで、すが、何分国家相手の事は[時間を突しますの
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で、まだ見透しがはっきりとついておりません。

この問、業者のオJ志会の時にも夜、は申し上げたのですが、如何にすれば組合が

安定するか、業界が安定するかという事がいろいろ問題になって議論したので

ありますが、名案も 11\ずおI;l弓彩、~:t現在に於いては個人の力では駄目で団体の力

を貸らなくてはいけない。幸いにして全国真珠漁協という大きな間体が出来て

いるから今の所これを利用せなくてはいけない。しかし組合の事業たるやどん

なな機構が!日米てもどんな偉い人が役員になっても組合員の理解と協力が

なければ出来ない。唯安?と策I':l:組合員の毘解と協力につきる。この組合でも結

構であり別に改造しなくてもこのま Lで充分であるが、組合員の理解と協力が

あれば立派に行‘くのではないか……といったのでありますが、実にこの出荷成

結から言いましても組合員1， 000人からある中でも30年度は 584人、 31年度は

772人、 32年度は666人が出荷した丈で、ふとの3、400人は全然出荷しない、とい

う様な結果になりますので、これが全部とは言わなくても、 8割伎が協力して

頂くならば立派に行けると忠います。又評価についても安かったり、高かった

りするではないか、又安ければ売らんと頑張っていればよいではないか……と

いろいろ御説はございますが、日佐原?長るについては資金がいるのですが、農tI"

から短期間丈貸りているのではどうしても頑張りが足りぬ事になるわけであり

ます。

又、精算にしましでも 8割よりも 9割以と前払いせよという説もあります

が、これも良中の関係 f:、8割というのは兵例の前渡しであって、漁協でも農

協でも前渡しは全然、なし、。売ったあとに精算する丈である。 8割も出すのは全

く異例であるというのでいろいろ折衝しますが、今の所一寸不可能でありま

す。そのために増資をして自己資金を増やして残りの 1割を出す事を計画した

のでありますが、不幸にして業界が不況に陥り、資金面も因っておられますの

ではかどらず、これも出来ないことになっております。

又、 jiiJ汝集荷が集まらぬかという事は仮渡しが少い、又精算が遅いという点

でありますが、これも資金の関係ヒ売り 1二げてしまわねば精算する金がないと

いうので、来年の 3nになるか、 7月になるかやlらない事になっております。

又税金問題を非常に恐れる人がありますが、組合へもって行けば税務署にすぐ

判るから困るので半分は他所に売らねばならぬという様な話も開くのである

が、先般税務署の者長、謀長と話合した所、税務署としては組合への出荷は全

然問題にしていないし、又組合へも調べに行った事もないし、組合も個人別の

報告もしていませんO この心配はまずないのであります。父組合へ全然H:さぬ

人がまどくて、予約んど11:す人の税金は高いかと言えばそんな事はありません。課長
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の意見で1ま組合へ出した人は正直で、あるから、その人のIHした申告はそのま L

信用する様に努力するが、全然IHさぬ人は余程こすい奴て‘又高く売っているか

もしれないからこんな人には l割や2割は高いネをかけてとる様な考えをもっ

ていると言われましたが、実際ヒはどうかわかりませんが、組合へもってきた

から高かったという事は恐らくないと思います。税務署の方も各人の生産量は

よく御存じの答であるからそんな事で決してごまかされる事はないと思います

ので、こんなお考えのない様御協力願います。

大体申し上げましたが只今の所組合事業としましては集荷販売丈であります

が、 35年度には漁業法の改正の年でもあり、これを如何にするかという問題

や、生産制限の問題、計画生産、 T有価安定という様な大問題をからみ合わせて

この i、2年の間に業界の永久的な安定策を樹立したいと努力している次第で

あります。皆様方もこれに協力して頂きたいと憎んでおります。

研究会にしても組合にしましても運営という事は非常にむつかしく業界の安

定を計り、組合員の繁栄を計る事はNl々 むつかしい事で、どうし、う機繕がけi米

ても苦心されるわけで、長らく組合長として尽力された沼口氏が辞任さわして、

只今は副組合長が代理をやっていた Yいているのでありますが、来る総会には

必ず正総合長を選んでいたヨき、より組合を強固にして行かなければならない

と思います。

賢明なる新進の鋭気をもっている諸君が、次代の組合、業界を代表するとい

うのではなしに現在既にその時代がきているのだと思います。我々年老いたる

者がいつ迄も幹部をやっているのも頭が古いし、 J己気もありませんから諸君の

様な新進の方々が代って業界を運営して]頁くという時代ではないかと思います

ので研究会も結構ではありますが、尚又組合というものもより以上に重大な事

でありますから研究会、総会を問わず雨々相まって皆様の努力と研究と熱意に

よって業界の安定策を講じていた Yく様特にお願いする次第であります。

真珠価格低落推移表 情珠組合及;真友会入札による)

昭和 3-10-4-4月迄

4-10-5-4 /; 

5-11 

7-11-8-1 グ

8-11-9-3グ

9-10-10-4グ

-4 -

l匁 36円96銭
19/; 63 /; 

10//69グ

9グ 18/;

5.t，r 82 /; 

5グ09グ



1!凶

]Ji恒玉

2 // 

3グ

4 // 

5 ~ 

6 ~ 

7グ

8グ

9 // 

10グ

15 ~ 

20 ~ 

23グ

25 ~ 

1O-1O-11--5グ

11--1O-12-4 ~ 

12-10-13-4 ~ 

13-11-14-4グ

真珠市価変動比較表

3ク 15

2グ 65

2~ 09 
1 ~ 64 

(1等占111匁当)

大正8年大正12年 1I日3年 IIB7年昭12年昭14:4三

300円 200円 80円 25円 6円 3円

700 400 100 25 5 3 

L 000 700 120 30 4 3 

1， 200 1， 000 130 30 4 2.50 

1， 500 1. 300 150 30 2.50 

1， 800 1， 500 150 30 t】 3 

2，200 1.700 180 30 6 3.50 

3，000 2，000 200 35 7 3.50 

~j ， 500 2，500 230 40 8 4 

5，000 3，000 250 40 10 5 

5，000 400 80 25 10 

800 100 40 15 

L 000 120 50 20 

200 60 30 

ー一一一… d

資;f4
筏台数規制計画表

¥積-_____ 汚Ij年------次~I 3 2 I 3 3 I 3 4 I 3 5 備考

品四耳剛 叫 醐 i
真珠貝 21，959 1 21， 959 i 21，959 1， 21， 959 当分現状維持

採 筒! 4，119 1 3，∞o 1 毎 年 決 定

(三重県真珠養殖事業審議会資本L33. '2.15可決による)
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生産系統団体再編成問題について様

安 田 勝 己

(全開真珠養殖漁業協同組合常任監事)

最近中央に於て(主として振興会が中心となって)、生産系統団体再編成問

題について色々論議されている様でありますし、又それとは別の観点に立っ

て、 j魚、協に於ても先般の役員会で、系統組織の強化を問題にとりあげ、地区に

夫々 t~珠養殖漁協を結成L 、現在の漁協を将米それ等の連合体として、生産系

統団体の組織の拡充強化を図ろうとする方針が打出されております。この事は

~~珠養殖をやっておられる方々に核めて関心の深い問題であり、漁協としても

今後この問題に関し組合員の方々と種々協議し、協力願う事になる訳ですか

ら、この機会に私見を申しあげ皆様と一緒にこの問題を考えて行きたいと思い

ます。

中央での再編成案(新開発表による)には、再編成を必要とする根本理由に

関しては極めて抽象的で、充分知る事は出来ませんが、その理由として底流し

ているものは、受入体制の強化、つまり現在の漁協の区域は全国区域で、組合

員が全国に点在しており、その為末端組合員との連繋が薄く、一存重要な共日R

理念(組合理念)の末端浸透が不充分であるという事と.今一つ現在のブロッ

ク制は、漁協の末端組織として必ずしも実態を備えていない。従って漁協とし

て組合員側々の信用吠態、事業内容等の把握が困難であり、この事が資金導入

に大きな障害となっていると云う融資封象f:の理由からの様であります。

この事は王様もっともな事で、漁協に於てもこれがま奇策に苦心、末端組織の

強化方針を打出しているのでありますが、然しこ Lで一容大切な事l士、この様

な組織の強化、刷新には、一般的な気運の盛り上りが必要であると共に、その

打出の時期及方法が微妙な影響を与えると云う事であります。JljJち、組合員に

釘し充分その必要性を認識、納得せしめ、慎重に事を運ばなければ指導を与し

セしめるばかりでなく、安易な養殖漁協設立の動域とならんとも限りませんO

ス単に組織だけが終っても、その組織が立派な内容を持ち、組総体として活致

せなければ、充分機能を発揮出来るものではなく、かえって弱少組合に分裂の

危険さえあり、まして融資を受ける為に組合を結成するとまミう風な、不純な考

必 10月研究会講演要旨
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え方が一部に底流するとすれば、1)として成功するものではありませんO 組合が

合員の班jg!tと協力により白主的に設立され、組合員の力の結集の場として況

合が存立し、組合は又組合員の期待に応え、組合としての機能を充分備え、妊

合員に到するサービスに徹してこそ、組合事業も円滑に行われ、業績も上り、

金融も自然ついて米るものであります。

更に連合会の結成についてでありますが、現在の組織は全国漁協一組合員と

云う最も間素な一段借IJによって、困難な共同販売を目ざし苦曜のうちにも成果

を挙げて米ておりますものを、これを案に示されている、全国連合会一県連合

会一組合とえう、三段借!Jに何故変える必要があるのか、案の良百は組散として

の経済的合j羽生によらなければならないのに、三段制にしなければならない経

済的t1:ilrLiがはっきり示されていない。他の綜合漁協が皆その様な構成になって

いるからと云うのであれば、地医綜合漁協の組織には夫々あるべき;有利作、必

要性に法くもので、組合員数もそれと比較して憧少であり、且つその殆んどが

三重県にある真珠養嫡系統では、はっきりした王里論の裏付けなく単に型態だけ

大規撲にしても、実質的な効果は期待出来ないでありましょう。

無論、集荷を促進し、阪絡を際保し、安定した適正価格を実現する為には、

共同計算、共同販売による計画的出荷が最も必要であり、この体制jを確立して

行く為、又販売価格の統一と云う面から云っても全国連合体(三段制による)

が統一的に行う事を否定するものではありませんが、三重、長崎二県で全生章

量の約80%な担っている現在、集荷販売の円滑1'11:の為、わざわざ機構、人員の

膨張する三段制が最善のものとは考えられません。従って組織の検討は、現状

の一段制を反省、検討する以外に具体的には始められないと思います。

凡そ系統組織と云うものは、如何なる積類のものであれ、存の理由は生産

者たる組合員(連合会の場合は会員たる組合)に到するサービスにあります。

従って組織の是非は、どの様な組織が生産者の為に利益をもたらすかと云う立

場に立って、検討されねばならないものと考えます。

立球主主帰宅どやっておられる皆様方に取って、最も望ましい系統組織は生l主に

関する適切な指導が行きと Yき、委託品である哀珠が、円滑適正に集河、販売

され、しかもその為に必要とする中間経費(集荷販売事業を担当する系統団体

の諸経費)が最も低廉と云う事でありましょう。この低廉と云う事から云え

ば、組織はなるべく筒潔とし、人員が少くてすむ現在の組織、つまり一段制が

最も適していると云えましょう。必要以上の人員と機構は結局は築何販売手数

料の引上げと云う形で、組合員である生産者の負担増となるからであります。

然し一方、組合員に釣する啓蒙指導、集荷、販売の円滑性を考える時、果し

- 7ー



て現在の全国漁協一組合員と云う一段制が最善のものかどうか、これは過去数

年間、全国漁協の業績が最も具体的に物語っており、 l'}として満足すべきもので

はなく、幾多改善すべき諸問題を残している事は皆様方も一番よく知っておら

れる処であります。

そこで、これが針策として考えられたのは、集荷予約の徹菌、無条件販売委

託斑念の浸透、円滑な生産指導であり、これの推進母体たる全国漁協と組合員

たる生段者との連繋の帝接化であります。その為の組椛として、全国漁協に述

らなる地区の綜合漁協或は長婚;魚、協の存在が大きくクローズアップされて来た

のでありまして、これは端的に云って、現在の全国j魚、協の下部組織であるブロ

ックでは、地区員としての共同連繋も法く、強力に組合員を指導啓蒙する事が

閤唯であり、このが集荷予約の徹底と、円滑な出荷指導が充分行われなかっ

た事に封ずる反省に外ならないのであります。

そこで円滑な築荷、販売組織として考えられるのは、全国連合会(現全国漁協

を全国連合会とした)一地区養殖漁協の線であります。この!事は分散孤立した

零細i生説者の経営安右を図る為には、生産者であり販売者である個々の養始業

者が、小さい規棋の相会}取引き交渉では、1'1'々 複雑な支珠市場のなかで、適正価

格による販売は望み得ない。そこでこの小量の商品としての哀珠を、養殖業者

の自主的な組織である養殖漁協に結集し、それを更に全国連合会へと全国的規

模に拡大し、販売'の集中大主主化と計動化を図る事によって、はじめて複雑な市

場に於て組織による大きな力が発揮出米、販売も円滑に行われ、一面、養殖漁

協一全国連合会と云う組織の筒井;化が連繋の密援化と、中間経費の節約と云う

指導流通商rijを合政化する事によって生産者の経済向 l二が図られると云う考え

方からでありますc

これとて単なる私見であり、今後組合員の意見を尊重し、その是非に関し詳

細な検討を加えた上決定されるべきもので、決して 1二からの押付けであっては

ならないと考えます。

当j魚、協に於ても早急に再編成問題を検討すると共に養子直漁協の設立に封し、

その必守性を認識理解せしめ、漁協のあるべき姿を示し、意、慾的な主主り jこりの

下に正しい理解の上に立った漁協の設il.を指導すべきであると考えるのであり

ます。

- 8 -



母貝育成に関する研究 (1)* 

浜島湾迫子浦に於ける母貝育成について

~.~ 
ノ b

/1、 木

(~ーと真珠研究部)

j羊

最近、漁場の老化や密殖により、アコヤガイの生長も思くなり、又真珠の品

質も低下した等と、経験的に云う業者が多い。今回の試験は、 lつの浦で、冥

珠ほ貝が、どの程度の生長率を示すかを調べ、重ねてその環境要素の 1つであ

るプランクトンとの関係についても調査してみた。

即ち、浜島湾迫子浦で、第 l凶に示す如く、湾奥部で周囲の筏配置の割合組

な地点St.A と、湾口部に近い W~聞の筏配置の割合常な地点St.Bの 2 地点に、垂

下層5.iiJに真珠!可貝を垂ドしてその生長率を調査した。

試験に供した真珠母貝は、浜島産

の3年貝で、養殖方法は、通常用い

られている龍養殖により、l龍当り母

貝を50貝づ L入れて垂下した。 A、B

雨ド地.1!点の最下層は、1.5m、2.5m、

3.5mふOmの4)習とし各層に5龍づ L

A下した。試験期間は、1957ij三5月30

日より、1958年5月30日迄の 1ヶ年間

とし、この問、毎月末貝掃除後に、ほ

貝 l個当りの全重量及び外部型態と

して、殻長(SL)、殻高(SH)殻j享(ST)

を測定し、その生長率を算出した。

又貝掃除時の付活物の乾燥量も測

定し、吏に、この間定期的にプランクトンをネット法 (XX13使用)及び、採

水法をJ円いて採集し、その沈澱這:を測定した。プランクトン沈澱量は、ネット

来 lOFl研究会議院

第1図

官鐙ご
』萄置付i

，;1" . 

~} s合

治手鴻・3寺at筏鴎

試験方法並びに結果

N
4
1
1
+
i
i
l
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使用の場合は、 Q-2m層、 2-4m層、 4-6m層の3層より垂直採集し、 J采水法

の場合は、 1m層、 3m層、 5m層の3層より海水51づ L採水し、ホノレマリンを用

いて間定沈澱させ、 24時間後の沈澱量をもって表わした。

プラシクトシ採集に当つては、日変化の比較的少ない午前10時頃に採集し、

南の産後、強風の日等はさけた。

垂下層別の試験終了時に於ける増重率を、St.A、St.Bについて比較したのが、

第2図であり、 St.A、St.Bの垂下層別の母貝の増重本の年間変化をグラフに表

わしたのが第3問、第4図である。又第5図は、外部担態、民11ち、 SL、SH、

STの試験終了時の生長率を、きま下層別に示したもので、第6関は、ほ貝の貝殺

付着物の乾燥量の年間平均量を、垂下層別に示したグラフである。吏に、海水

11当りのプランクトシの年間平均沈澱量を示すと、第 l表の如くである。
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考 察

L St.A、St.Bの真珠ぼ貝の増重率

St.A、St.Bの周囲の筏配置の吠態は、第 iぼ11こ示したO この雨地点の贈重ギ

を比較した第2図を見ても解かる慌に、 St.Bの方が全体的に、 St.Aより生長が

悪い様である。

よく業者が経験的に、民の生長は湾奥部より湾口部の方が良いと云うのを聞

いているが、今回の試験結果から、一概にそうとも云い切れない慌に忠われ

る。むしろ地形的には湾口部にある St.Bの方が St.Aよりも窓まれているのに

もかかわらず、 St.Aより生民が悪いのは、その同閣の環境条!斗が大いに影響し

ているのではないかと考えられる。即ち、 St.B付近の筏配置は、 St.AVc比して

非常に密であるため、その付近の垂下貝数が StAに比して多く、この為の治ミ

殖が St.Bの全体的な生長の低下の原凶となっているのであろう。

2. 垂下層別による真珠母貝の増重本

第3図、第 4図に示す様に、 St.A、St.Bいずれも 2.5m層企ドのものが年間

を通じて生長が悪く、それ以外の1.5 m、3.5m、5.0ml習の生長が比較的良い

様である。迫子浦に於ては、以前この様な中層の貝の生長が良かったため、そ

れが慣例となり、現在でも 2.5m層i寸近の層に垂ドされた貝数は他層に比して

多く、このため、張度分布的に見て、 2.5m層の官殖が、この層の貝の生長の

低下の原因となっているのであろうと推察される。又 1月から 4月にかけての

増重本の全体的低下は、冬12の偲水温等による貝の衰弱等のためではないかと

考えるが、未だこのことについては明らかでなく、今後の調査の釣称としたい

と考えている。

3. 真珠母貝の外部形態の生長ヰ2

外部形態の生長率を調べるために殻長 (SL)、殺高 CSH)、殻浮 (ST)の生

長率を調べた(第5図)。この際、誤遣を少なくするため充分注意して貝掃除を

行って測定したが、やはり多少の誤差があり、検定の結果去はなかった。しか

し、傾向的には 2.5m層重下のものがや L患い践である。地点による lr~はほと

んどない。

4. 付建物

第6図に示した様に、付着物についても、やはり 2.5m)習が少なく、貝の生

長及び後述のプランクトン量とも何か関係があるのではないかと考えられる。

5. プラ γ クトシの沈澱量

第 l表に示す如く、各層のプランクトンの年間平均沈澱最t士、ネット法、採
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水法いずれも!誌の需はあるが、大体平行した増減を示しており、特に2~4rn)吾、

l!IJ G LIJ陪の沈澱量;が他 J1:{1(こ比して少ない{症を示し、又St.A、St.Bいずれも大体

問傾向を示しており、全体的には St.Bの方が St.Aより沈澱量はや L多い

ある。この慌に中層のプランクトン!忌が少ないのは、天然状態でも少ないのか、

あるいは人為的な影響により減少したのか、今回の著者の試験段階では明らか

ではない。

以.1::述べた伐に、プランクトン註も大体 St.A、 St.Bいずれも 2~4rnl曹の中!曹

が少なく、他の層の多い事l工、第 21';<1及び第 3、4灰!こ示した慌に、貝のf曽霊

平も2.5rn時がし、ずれもJBく、又外部形態のSL、SH、STも傾向的には2.5rnl晋

がや L生氏の思いこと、及び付j詰物の量とも何か関係 J¥ある保lこ考えられる。

他の!な貝生民の良い間は、プランクトン註も多い様である。

この践に 2.5rn自の良の生民が忠いのは、この慢に 1主下主主姐された貝数が多

く、 1，]:貝 l佃当りのプランクトン量が他同τ比して少ない為ではなし、かと推察

される。

St.A、 St.Bに於ける èf::. tさの ;_ii~: ~士、プランクトン量 F主 St.Aよりむしろ St.Bの方

がや L多い傾向を示しているが、最下された貝は第 I図℃ポす如く、 StAに比

しSt.Bの方が常嫡の度合がひどく、母貝 l個当りのプランクトシj量が、 St.Bよ

りSt.Aの方が豊富なため、 St.Aの万が良く生民し、この段な生民の去の原砲と

なっているのであろうと巧えられる。ヌIJち第2図に示した実訣終了日寺における

各垂下惜別の生長率を結んだカーブと、第 l表のプランクトン量とは、かなり

重安な関係があると:与えられ、その漁喝のアコヤガイの生f主量と、そのプラン

クトン昆とは lEの相関関係があるのではないかと考えられるO そして漁吟の

100%利用という点から考えて、第 2 関に示す fJ~な各 l曹の増重3容を結んだカー

ブが、グラブの X軸に平行になる慌に貝を垂下養婚するのが好ましいと考えら

れる。f1IJちどの垂下層でも同じ|蓄に生長する様に貝を垂下する事が好ましいと

思う。

この為には、経験も重姿ではあろうが、それのみにたよらず、プランクトン

量等を考慮?と入れて、各層の~F貝数をきめて、業者の方の云われる「段吊り」

安殖もその l方法であろう。その他水流、水温、比重、海水溶存の猿索、硫化

H毒ガス、右ー機物、 7探検物等もかなり生民に重まきな要素となっているであろう

と考えるが、著者の今の試験段階ではそこ迄明らかでない。今回工真剣ヨ貝の

也氏と環境要素の lつであるプランクトン量との関係について調査してみた。
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樹脂核を使用した養殖真珠込

和 田 生
口

、ぃv
d
h

繭

(国立真珠研究所)

最近新聞紙上をにぎわした樹脂核の安殖真珠を実際に見る機会を得ましたの

は10月中旬の頃であったでしょうか、全国喪珠養殖漁業協同組合の内井祥平氏

から構造を調べて報告してほしいとの依頼を受けました。また出来る事なら、核

に使用している樹脂の性質も調査してほしいとの事でありましたが、私は化学

担当者とも話し合った結果、何系の樹脂であるかを調べる事は当研究所におい

ては難しいと思われましたので、その性質を調べるだけにと Yめました。次に

その概要を報告いたします。

御承知のように樹脂核真珠は模造真珠とは異なり、石灰核の代りに樹脂核を

使用してアコヤガイ貝体の中で普通の養ー娘真珠と全く同じようにしてつくらせ

たものです。ですから外部から見たのでは全然区別ができません。また樹脂核

は早くから半円真珠の養嫡においてロウセキ核にとって代り使用され、良い結

果をおさめておりますυ

私が依頼を受けました4個の真珠は孔開けがされており、孔の問団に大きく

長い亀裂が入っておるものでした。吏に薬品による加工がほどこされていると

の事でありました。しかしながら、如何なる条件のもとで、どのような薬品で

加工されたのか、また亀裂は孔開けの際に生じたのか、薬品中で加熱し加工す

る際に生じたのか等の問題点は明らかにされておりませんでした。

第 1表 樹脂核と石灰核養殖真珠の重量の比較

1樹脂核養殖真珠 l 対 照 l
試)¥'，3f1-一一一一一一ァ←一一-11一一一←一一一一一一i
番号!旦重量三J重量i

|長径|惣恥 (g) i!長径|惣 1杢I (g) I 
j (..mmJ I リBm) l rnmJ ) ¥mm) 

1 ! 9. 9 I 9. 8 1. 30 li 9. 7 I 9. 4 1. 30 
2 1 9. 5 i 9. 1 I 1. 10 I1 9. 1 日.9 1 1.10 
3 1 8. 9 1 8. 8 1 O. 50 1I 8. 9 I 8. 7 I O. 96 
41  8. 2 1 8. 2 O. 65 11 8. 2 I 8. 2 I O. 85 

〔註) 数字は長さで小数第?位、重量:で小数第3位を 4j舎5入。

※1958年11月13日受理
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この 4 ~式料の大きさと重さ とを測定し 、 lま V閉じ大きさの石灰核の後殖真珠

の重さとを比'1攻して第 lぷにか Lげてみました。ここで比較に使用した石灰核

の其珠も孔開けがされており.過酸化水素による加工がほどこされておりま

す。別表から樹脂核を伎用した養嫡頁珠の方が軽い事がわかります。しかし、

重泣の問題は樹脂核を石灰核の重さに合せる事によって解消される ものです。

この 4試料中、特にNo.3が軽いのが目立っていますが、この真珠は核と真珠層

との境に相当の空隙がみられ、内部で核が自由に動けるltkt還にあった事から察

しまして、この部分には加工に(交用された諜品に可溶性の有機物質が存在して

いた為に、溶解し空隙となったものと推察しました。この事が外形は大きいが

重量が他のものより著し く軽い原因と思われます。

第 i図は今回依傾のありました樹脂核1'(珠の外形及び断面の写真です。

第l図

樹脂核兵殊に入っ

た亀裂 (l白磁は

1mm) 

'ぅ:点にみられますよう に、この真珠の表面の亀裂は孔の周囲に入っている事、

その亀裂が非常に大きく長く続いている-tjlが目立ちます。更に亀裂は真珠層中

を斜め乃至M型.に人り 、その亀裂面はジグヂクであり 、核表に沿って走り 、他

1fTの亀裂にわい、ております(写喪中、断面にした頁珠を参照)。 試料が少ない

関係上2個を調べましたところ、 2佃ともこのような状態でありました事をつ

け加えておきたいと思います。このように械衣にわって亀裂が入ると云う事

は、石j天核に比べて樹脂核の方が形成されたでL珠府と核との干持活程度がゆるい

と云う事ではないでしょうか。このほか、総ての試料において細かい亀裂が多

少みられました。また核に使用している樹脂中にも割目のあるものが認められ

ました (第 l図の断面にした真珠を参照)0 ~:nにおいて、孔の近辺にある 2

本の明瞭なものが樹脂中の割自です。この屯裂の入り方は核の回収の縞に沿っ
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て入っており、主沫隔にある亀裂とは全然連絡しておりません。この点から、

樹脂核の亀裂と支珠!門中の匂裂とは同時に入ったものではないかも知れませ

ん。三いかえますと、閉じ原因で生じたものでないかも知れません。しかし、

樹脂核と京珠肘は域いと云う 不連続簡をもって援しているのですから、このよ

うに島裂が辿枕していないのが当然なのかも知れません。

この真珠の友商を顕微鋭によって詳細に調べてみますと 、 廿通の1fUi出;釘~JI，kを

}Jll工した際にみられる薬品'こよる腐蝕面、ツヤ出しによる例府傷がみられます。

j;í~ 2 図

亀裂と条線模隊と

のI~Iイ系 190X 

この外に第2岡にみられるような屯裂が多数みられました。(石灰核による長

描民珠においては上手に加工したものならば殆んどこのよ うな亀裂はみられま

せん)。 この亀裂は孔の同辺に生じたもので、1;:.端の黒い部分が孔、その孔か

らふへ県く入った太い線が41裂です。この10裂を境にして、 雨側で条線模様に

喰い~いを生じてお り ます。 こ の事は表而に路出 している町板が同じ ものでは

ない予を物語っております。 この孔の同盟に生じた句裂は少なくとも孔聞け作

業における物磁的変化が関係しているものと々えております。孔聞け作業と月1

しましても、単なる機械的な1!Fj整の外l乙然的な変化がみられます。機械的なi1!i

撃を物思!化学的性質の異なる幾つかの物質がi民化してできている物に与えれ

ば、単一の物質からできている物とは異なった変化をボしますし、同ーの変化

でもその程度は異なる事でしょう。勿論、単一面1'.i'lに急激なカを与えれば{政慌

の在l度も異なってくるでしょう。一方、単擦によってそこに熱が生じ ますが、

樹脂と石灰とでは熱の伝導度も異なってい るでしょう から、各部において然の

不均ーを生じてくる1Ji.が考えられます。このように々えてきますと、塑堕惇が

石灰以に比べて貰珠陪との'If，'jnの程度がゆるくみえるのは見かけ上の問題で、

n
b
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上述の事が原因なのかも矢口れませんO しかし、半円真珠において樹脂核の方が

良くはずれると云う事実から確かに樹脂は密斎がせいのではないでしょうか。

このほかの部分にも肉眼では見落すくらいの小さな表層における亀裂があった

事も明記しておきたいと思います。

この真珠の表面の条線模様の中'Il.街、腐蝕孔や傷などから、この薬品加工技術

が特に荒いとはjたして言えませんが、亀裂が非常に多い為、勿論品質が低下し

ているわけです。しかし、石灰核に比べて樹脂核の真珠の亀裂が多いと云う事

は統計的に処理しなくては、イ，iJとも中せませんし、そのデーターを持っており

ません。

この真珠の核を取り出して表面及び断面構造を観察した後、数個の小片に割

り、それぞれアセトン、酷酸アミル、キi/ローノレ、エチルアルコール、塩酸等

を常i誌で作用させましたが、影響は全然みられませんでした。撚焼実験におい

ては、その燃焼速度は傾く遅く、核自体が炎をあげてもえると云う事はありま

せんO また燃焼の際に著しい膨張は認められず、燃焼の結果は殆んど完全にも

え、後には不純物程度の灰分が残りましたO 一方、核に衝撃を与えますと、脆く

弾性は小さいように思われます。硬さは真珠層によって傷がつき、樹脂核によ

っては真珠層には傷がつきません。核に使用されている樹脂は乳白色で不透明

です。また重合によるものですから、構造はあまり規則的な事はないとの判断

で観察しましたところ、その断面には肉a艮によって層紋の縞が明らかに認めら

れ、その層Hたの縞に沿って 2つの亀裂が認められました。これらの破断面及び

表団を顕微鏡でみますと網目 j伏の不規則な条紋が観察できました。

当研究所においては施設の関係上、以とに述べた程度しか実験が出来ません

が、樹脂の膨張係数.弾性係数及び熱伝導度などを調べ、石灰質との比較が出

来ない事が残念です。また樹脂は薬品中で 50-600 Cで変化される場合があり

ますから、 'if;i昆で変化がなくても加熱加工処狸によって変化を生ずる事をト分

に考慮しなくてはなりませんO

以上のような観察から亀裂の生じた原因について推察してみましょう。若し

亀裂の入る率が石灰核よりも樹脂核の方が著しく多いと云う事であるならば、

形成された真珠層にあるのではなく、核に使用している資材の物理化学的性質

の相違及び真珠層と核との常鳶関係にその涼国を求めなくてはなりません。こ

の場合、孔開け作業と薬品，t，における加熱処理との 2行程において亀裂を生ず

る可能刊がある事が考えられます。 1つは機械的衝撃と摩擦による熱の発生、
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イ也は薬品による!腐;蝕と加熱による真珠内の温度変化であり、これらの原因によ

って物理的性質の異なる石灰と樹脂との上に異なった損傷を与えるのではない

かと考えられます。いずれにせよ、樹脂核を使用した養殖真珠の加工行程にお

ける破損率や破損の程度を調べる事により、その原因を明らかにする事が出来

るでしょう。また孔開け前の真珠に加熱し、その変化を比較する事や物理的性

質を調べる事が原因を明らかにする上に必要である……と聞く信じております。

報告を終るにあたりまして、白井祥平氏からの依頼事項を参考までに次に書

いておきます。

1) 樹脂核真珠の構造を調べよ。

2) 亀裂面を特に調べ、生じた原因。

3) 加工技術の上手下手。

4) 樹脂の性質.できれば何系の樹脂であるか。

f付記本文に記された如く、本稿は最近問題になっている合成樹脂核の真珠の分析 1

| を斯方面の専門家である国立真珠研究所の和田技官にお願いした所、寄せら i
L れたものであり、この欄を借りて御礼申し上げます。(白井) ) 

v “川叫州11111

1 1958年も無事終りまし た o I 

j 会員の皆様もどうぞ良いお年を E 

S 迎えられん事を.ク ー

I f1t.ζ 33年師走 3 

3 嶋一時

三 宅霊警 真珠研究会伊勢部会
三

J..""11脚

円むー，ょ



真珠養猫業者のために (1)※

良質 真珠の養殖法について

宮 内 徹 夫

(三重水産高校)

匂口何にすれば良い真珠が出来るか"この事は真珠養殖の最終目標と云うものが真

珠を得ると云う事であるため、真珠を養殖している誰もが知り Tこい問題で、あると，思

います。

事実、先頃鳥羽の漁村青年科学'研修所で行われた真珠養殖の講習会に於ても、こ

の問題が多くの人の興味の的となっておりました。その時、私も講習会に出席して

いた関係で、この問題につき今までの研究を一文に整理すべき必要性を感じて、そ

の後少々まとめていたので、すが、先日、たまたま研究会の白井氏にお会いし、最近

会報の原稿の集りが惑いと云う事を聞かされましたので完全なものではありません

が、会報の穴うめにと思い築をとった次第で‘す。

真珠の品質は形吠・色彩・光沢・巻き等によって決められており、真円、無

きずで光沢の良い厚巻きのピンク珠が最優秀品とされております。

故にこ Lでは過去の研究を中心にして、それ等真珠の品質に関係のある因子

が何によって支配されているのかと云う事について述べてみる事に致しました。

(1 )形 状楽

こ Lでは異常真珠※様、即ちしらだま(素珠・白珠)、ぶんどだま、どくず(ド

ロ珠)、潮かぶり、変形珠等の個々の成因と防止策について考えてみる事に致

します。

〔しらだま〉 しらだまに付いてはすでに本誌(第4号、白珠の原因につ

いて)に青木氏が書いておられるので委しくはそれを読んで戴くとして、こ L

にその要点を書いてみますと

※ 真珠の形状と云えば普通は真珠の形のみが問題とされるわけですが、こふでは広く結

晶的な違い、即ち潮かぶりやぶんどだま、どくず、白珠等もその内に含めた。

型E※ 正常な真円の真珠層真珠の外に浜揚げした珠の中には種々の形態の珠が含まれており

ますが、それらをこ Lでは P異常真珠μ と名付けた。

採 1958年10月1日受理
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成因

(1) ピースの外国上皮がすべてはがれていたか、又はピース組織に再生力が

なくなっていた場合。

(2) ピースが流れ出てしまったか、又はピースが核と離れて生組組織1[1に理

没してしまった場合。

(3) ピースの内面上皮が核と接定ました場合。

防止策

(1 ) ピースを切り取る際なるべく外聞の上皮を大切に扱い、ピース組織の再

生カを失わない様にする。

(2) ピース総織が核に密着する様に注意して挿入する。

(3) 核に密若したピースの面は外面・誌でなくてはならない。

こLにみられる如く青木氏はその防止策として技術商の事のみを述べておら

れるのでありますが、海事面に於ても防止策のある事は勿論で、それは先の成

因の(2)と深い関係があるわけであります。

そこで(2)の様な現象(最初Jから核とピースの離れている場合は技術と関係が

あるわけでありますから、こ Lでは二次的に最初密差していた核とピースが離

れた;場合のみと致します。)がなぜ起るかと云う事を考えてみますと青木氏が

述べておられる如く、卵貝に施術を行った場合と今一つ真珠袋が形成されるま

での核の移動による分離と云うごつの場合が考えられます。

最初の卵貝に施術した場合の核とピースの分離は今さら書くまでもなく、施

術による卵の流出に原因しているわけであります。

所で次の核の移動による核とピースの分離ですが、これには二つの原因が考

えられます。

その一つは挿核技術の優劣に関係があるわけで、必要以上に傷(傷口は勿

論、挿核通路の傷も含む)を大きくつけた場合や伊核位置の思い均合、ピース

の核への援蒼場所が悪かった場合等はこの現象が起りやすいものと考えられま

す。

次に今一つの原因としては挿核後、冥珠袋がj士1米上るまでの貝の取扱いと貝

の生理朕態とが考えられます。即ちまだ真珠袋が出米ず、核が貝体内で安定し

ていないのに貝を乱暴に取扱う(人為的な喝合のみで、なく波浪等による筏の振

動と云う様な刺戟も含まれる)と云う外部からの原悶により核が移動すると云

う場合と民自身の核を排出しようとする筋肉や肉賀部の運動と云う内部的な原

京 外套膜(ピース(細胞)は外套験外縁の切片でゐる)の貝設に援する方を外部、反対仰!

を内聞と云う。即ち業者間で云う所のピースのオ毛テ(外商)、ウラ(内面)の事である。

加



討により校が移動すると云う場合の二つであります。

以l::の事よりしらだまの防止策として青木氏のそれに追加すれば、次の係な

ものをあげる事が出来ると思います。

(4) 貝の仕立てを完全に行う事、特に卵を充分抜いておく事。

(5) 挿核に際し必要以 l:に傷をつけず、正常位置に正しく挿核する事。

(6) 長生中の貝の取扱いにi1志:し、員になるべく刺殺を与えない様にiJ:意す

る。

(7).:; ~中核後、貝の体力の台i復が徐々に行われる様にä定、する。

〔変形珠(バロック)J料

表面にT~t珠層が巻いてはいる(なかには一部分に有機質や稜柱時を表面にて

11¥している珠もある)が、Jl三が呉川でない所謂 9変形珠 2をタ!、形的及び内部構

主主lヲに分類してみると次の伎になります。

外 11ラ的分類

(1) ボタン形や餅形、卵形の様に歪んだ形をしたもの。

(2) 乳:l兵状のこぶのあるもの。

(3) 一部が口ばしj民日記はこぶ!伏に突出したもの O

(4) 波うった一連の突起のあるものO

(5) 全体に不規則にふくれているもの。

(6) 其珠と真珠或いは真珠とケνとが付悲したもの

内部構造的分類

(1 ) 哀層が部分的に他に比岐して兵常に発達しているものO

(2) 内部)C，陵柱層がみられ、それが部分的に異常発達しているもの。

(3) 内調[)に有機(殻皮層と遊離した細胞等の築体)がみられ、それが部分的

に兵常発達しているものO

(4) (l)、(2)、(3)が組合さっているもの。

表JJ1!合変えれば、真珠袋がちと成され、傷が長事7ぎするまでに、急、般に体力を回復させ、そ

の為に核の移動をさせると云う事のない様に注烹すると云う事である。主要珠袋の完成及

び協の;泳7青以前に体力がむ災復すれ1ま貝が活溌に運動し、核の移動するつぺきな!JR悶になる

と忠われるから、真珠災の完成及び傷の癒着と体力の団法Zと云う事を F衡の状設で進め

て行く様に養生する事が大切であると思う。

この貝の体力と云うものは挿核所jの貝の仕立てとも関係があるわけで、例えば秋Iこ自

然排卵したRを竹カゴでしめずに用いた場合、しめたものに比較し脱核が多い(即ち、

伎の移動も多いと云う事になる)と云われているが、これはその貝の体力と関係がある

ものと忠われる。

京岩 卵形、ドロップ、梨形、二子EJ;等の;到来の事。これについては青木氏が本誌8号に述べ

ておられるので委しくはそれを参照して裁きたL、。
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(5) 内部にケνや空洞及び稜柱層や有機質等の存在しているものO

主翼円真珠にも内部に稜性層や有機質などが存在する場合がありますが、それらに比較

して変形真珠に於てはそれらの腐のー音11(全体にみられる場合にもその内の一部ーヶ所

とはかぎらぬ)が異常に発達しております。この種の!醤は核表簡にみられる撃もあれば、

真珠層をある程度巻いて途中にそれらの腐がみとめられる。且日ち真珠!認の問にこの種の

腐が存在していることもありヌ(それらのj習が一層の場合もあれば数層真珠層にはさま

れて存在している場合もある)それらの一部分が珠の表面に露出している場合もありま

す。

以上の如く変形珠と云っても各穣のものがあり、それ等の成医!や防止策を簡

単に論ずる事は出来ないのですが、変形真珠を成因的に三つに分類し、現在ま

での研究結果を中心に考祭を進めてみる事に致します。

成因

@ 外形的には(3)、(4)、(5)に属し、内部構造的には(割、(4)に属するもの。

この穫の哀珠は核表面、或は一旦真珠躍が出来、二次的にそのとに有機質や

稜枚質の集積がみられるものであります。これに付いて青木氏1)は収足筋に接

した位援で形成される真珠のほとんどのものがこの種のもので、その形成され

る原因としては核の接着や貝の運動及び人為的な衝撃等で収足筋が収縮し、収

足筋の横の部分に間障が生ずる事により、そこに組織の再生芽を形成せんとす

る遊走細胞が集まり、それが哀珠袋完成以前或いは以後に真珠袋を通して核面

なり真珠聞に集積されるためであるとされております。又収足筋やその他の筋

肉の収縮運動の影響以外に、作業貝の管盟中の人為的な影響による珠の移動に

より間隙を生じた場合や施術時にピースが核面に接斎しなかった場合にもこの

穂の変形真珠が出米るものと推測しておられます。

一般に春や秋に挿咳したものや挿核技術の米黙なもの L珠には突起燃が多いと云われ

ております。(水高、伊藤氏談)が、その原因もこの遊走細胞に関係があると考えられ

ます。良Hち、青木氏2)によれば遊走細胞が組織中に現われる数と貝の生活プJの問に関係

がある様で、衰弱貝例えば Wみずがし》の体組織内(泌胞と滅、胞、或いは収足筋と生殖

巣を結びつけている結締組織内)にはこの種の遊走細胞が異常Fに多くみられるとされて

L、る事から、冬眠からさめたばかりの春や完全に核が組織内に安定する以前に冬眠に入

る秋には、わずかな間際にも多数の遊走細胞が集まり、そのために突起珠が出来る率が

多いものと考えられます。叉挿核技術の米熟なものに突起珠の多いと云う事については

挿核にさいし、必要以上の傷を組織に与え、そこに多くの遊走細胞が集るためであろう

と考えられます。

※ 青木氏は成国の立場から前者郎ち核表面に稜柱関等をまいているものを一時的異常発

途、後者を二次的異常発達と呼んでいる。
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@ 外形的には(2)、(3)、(4)、(5)、(6)に濡し内部構造的には(5)に属するもの。

この随の真珠はピースの内面が核に援清し、外商の t皮細胞が核をつ Lむ真

珠袋とケ νを作る真珠袋を作った場合(青木、 I与珠の原因について勺参照)や

核と核、県珠と真珠又はケジとがf愛着ーする事等によって出来るものと考えられ

ます。

核と核とが楼潜・した場合は一方のピースのみが真珠袋を作り他のピースは死

滅・又は組織中によ型没した為に形成されるものと考えられ、一方貞殊と翼珠又は

ケ ν とが撲殺した場合には雨;者の良珠袋が接着点で癒合し、一つのI~珠袋を作

った為に出来るものと考えられます。(第 1関参照)

真珠と真珠叉は核と核とが連絡した所謂、二子珠、の中には連絡したと考えられる真

珠(該)が内部で離れており、その聞に有機質や空洞の出来ているものがありますが、

これは一度後清し共通の真珠袋が出来る途中、或は出来てから何らかのぼ因で平等び真珠

袋が分離した事によるものと考えられます。(第l図4(B))

の外形的には(1)に属し、内部構造的には(l)、(2)、(3)に属するもの。

この種の~珠は真珠層或いは稜柱層や有機層(殻皮層)が或る時期にある部

分に限られ異常に分j必された結果出来たものであります。

この成因についてはイケチョウガイ(琵琶湖の淡水禁珠母貝)に於て貝を乱

暴に取扱った場合、同一の真珠袋の部分によってその表皮細胞の形態と機能と

に変化が起ると云う事は珍らしくないと云われている事から真珠袋の部分によ

ってその表皮細胞の分泌機能に相違が出来た為、良IJち部分的に;真珠賀或は稜柱

質や殻皮質等の分泌が旺盛になった為に出来るものと考えられます。

防止策

(1)(1) 挿核施術の際なるべく核が収足筋に接しない様にする事。又必要以ーとに

収足筋に隣侵する組織を切り裂かないこと。

(2) 挿核後浜揚げまで出来得るかぎり貝に衝撃を与えないこと。

(3) 貝自身の運動をなるべく少なくする様に養殖管理すること。

(4) 挿核施術の際、必ずピースの外国が核に密蒼する様にすること。

(5) 抑制或いは卵放後に母貝が極度に衰弱している様な場合は適当に養生さ

せること。

(6) ピースを入れる時に特にピースが不潔でない様に注意すること。

(7) 貝掃除その他貝を水面上で取扱う時には貝をいたわりつ L出米るだけ諦

かに速かに取扱う様に注意すること。
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(8)※アコヤガイの環境条件に充分注意をはらい、特に環境条件の激変する潟、

渇(垂下層)はさけ、民を衰弱させない様にすること。

(1)-(5)は青木、(6)、i7h工大森3)による

青木氏'1)は遊走細胞が集積される朕閣として核が細菌或i主無機、有機性の異物に汚染

さfcた場合、それを飽食、胞飲するために遊走細胞が核面などに集まる可能性も考えら

れないこともなし、が極くまれではないかと思われるとされ、防止策にはそれに関係ある

頃 lヨを加えられていないのですが、その可能性もあるわけですから、こ λではピ{スの

取扱いも防止策に加えておきました。同様な:意味で卵抜きを完全に行うと玉三う事:(当然

の事であるので防止策には加えなかった)も重要な事で、青木氏は有機買の細胞の中に

は遊走細胞及び脱離した細胞以外に生殖細胞がし、りまじっている例を見ることもある

が、卵抜き作業を経過する現在の挿核技術においては業者の万が考えていられるより、

生殖納胞が巻き込まれる場剖工少なし、と述べておられ、持核には卵抜きを完会にするも

のとして、この事に付し、ては防止策でふれていないわけですが、不完全な卵抜きに於て

は生殖細胞を巻き込む地合も多いものと思われますし、その結果遊走細胞が集積すると

玉三う事も考えられるわけですからその意味で卵抜ぎを完全に行うと事う事も意要な防止

策δ一つであると考えられます。

@(l) ピースの内面が淡に接着しない様に注意すること。

(2) 他の伊入部イ立にある棟、或は16]聞の組織中で‘形成されつ Lあるケ i/iこ伊

入する核が接しない様に法怠して施術を行うこと。

(3) 貝抑止主その他貝を水面上で取扱う時には貝をいたわり、出来るだけ静か

lこ速かに取扱う様に注意すること。

(4) 貝にケ νが出米ない様に注意、し、又養殖場に河川その他からの汚水がHl，
来るだけ人らぬ様に心掛けること。

(5) 養生(仮吊り)中の貝の取扱いに注意し、貝に衝撃を与えないこと。

(工、 (2)は青木、(3)、性)は大森による。

(0(1) 民掃除その他只を水凶上で取抜う時には長をいたわり、出来るだけ

に速かに取欽う様に注意すること。

(2) アコヤガイの環境条件に充分に泊:怠をはらい、特に環境条件の激変する

漁場(垂下層)はさけ、貝を衰弱させない様にすること。

。朝だま(潮かぶり )J こ Lでは死只や活動期の貝から得た珠にみら

れる表面が13くにごって光沢のない、 jifr謂潮だまについて渡部氏の研究から、

※青木氏によれば組織中の遊走細胞の数i主貝の生活力とに関係があり、衰弱貝には遊定

前向包が異常に多くみられると云われているから、 JE常な貝においては原因とならないt}i
な核のわずかな移動においても衰弱貝においては変形珠を作る!京国となる可能性が今い

と考え、この項目を予防策に加えた。
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その成因と防止策について述べてみる事に致します。(死貝に/:H来る潮珠と活

動期にみられる首相珠とは結品構造的に相違があるのですが、こ Lでは活動期に

みられる湘珠についてのみふれる事に致します)

活動期の貝より得られる潮珠とは表面に不透明なアラゴナイト(該石nえの炭

酸カノレνウムの事で真珠!的主主としてこれより出来ております)の一層が結品

したものであり、それは真珠の表面に存在;している炭酸カノレ乙/ワム (CaC03) 

溶液(貝の活動期には存在している事が多い)が、貝を空中に取り出した時に

C02の溶解法その他の変化のために影響を受け、炭酸カノレνワムがアラゴナイ

トとして急速に結晶する為にH¥米るものと考えられます。

(これ以外にも原因が考えられますが、委しく i士、湖珠について、を参f¥なさ

れたい)

放に潮珠の防止策としては只の活動期でない冬期(低水温期)に珠の採集を

行う様にすると云う司王が重 I，fi_Iな事なのであります。

〔ぶんどだま、どくず〕 ぶんどだまとは真珠質のかわりに稜柱賀、

どくずとは民珠質のかわりに有機質から出来ている珠を云うのであり、一般に

外資11莫縁辺部(ヘビ)をピースに含ませた場合に出来るものと云われておりま

す。所がこの種の珠の衣面をくだきますとその中から真珠!脅真珠が出てくる場

合が少くない所から、この成因と云うものはその様な単純な理由によるもので

はないと考えられます。(勿論、防止策としてへビをとりのぞくと云う事は重

要な事であります)

こLでこの種の真珠の成田にふれる liiiに簡単に外資膜の機能について書いて

みますと外実肢と云うものは正常な!湯合にはその縁辺部(へビ)の表皮細胞か

らは殻皮質及び段柱賀を分泌し、他の部分(ピースを採集する部分及びその内

側)のヒ皮Ml¥lj包からは汽珠質を分泌しているのでありますが、この様な部佼に

よる外交)J英の分泌機能の十日注と云うものは条1'1によって変りやすいもので、例

えば貝殻に穴を開けた場合、その部分の外套膜(穴を開けるまでは真珠費を分

j必している)は最初核れ質を分泌し、アてを閉じてから再び真珠質を分泌する様

になると云う様にその分泌機能に相違を生じます。(この様な場合、その外套

膜の表皮細胞の形態にも相違がみられ、普通真珠質を分泌している時には表皮

細胞は背が侭いのにtH、プてが開けられたi時にはそれが背の高い細胞にかわ

り、穴が閉じてからは再こ戸市i!11c自の背がiL:通り低くなる。ーイケチョウガイに

よる、 J土1i何より拝聴)

この様に外支膜は条れにより、その分j削除能に相違を生ずるもので、イケチ

ョウガイを乱暴に取扱ったJ湯合にその真珠袋の細胞に於て部分的に表皮細胞の
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形態や機能に相違が出来る事も珍しくないと云われている事からも、真珠袋の

細胞と云うものも条件によりその形態機能が変化し易い性質のものと考えられ

ます。

以上の事より、先づある時期まで正常な巽珠層真珠が出来ており、その上に

稜柱層や有機賞を巻いている珠の成国と云うものを考えてみますと、戎る種の

条件、例えば乱暴な貝掃除、環境条件の激変、貝の衰弱等の原因により真珠袋

の細胞の機能、形態が変化し、ある時期より翼珠質にかわり稜柱質や有機質を

分泌する様になった為に出来るものだと考えられます。

次に核まで稜柱層や有機質で出米ている珠でありますが、辻井氏5)は、クズ

玉、の原因として核と真珠袋の中に入った卵子、精子、血球細胞等の異物が死

滅分解し、その分解物質が真珠袋を刺戟し、真珠袋の上皮細胞の形態、機能に

変化を与えるためであろうと述べておられます。

勿論、この外に業者間で云うところの、ヘビの含まれたピースにより最初か

ら異常な性質の真珠袋を作る場合も考えられるわけです。

故に、撃す策としては稜柱質や有機質を分泌する様な異常な機能を持つ真珠袋

を作らない様にすると云う事がいずれにしても必要なわけで、この種の真珠の

防止策としては一応次の様なものを考える事が出来ます。

(1) ピースを切断する場合、正常な位置より採集し、へピの部分を含ませな

い様に注意する事。

(劫 ピースを清潔に取扱う事。

(3) 卵抜きを完全に行い、挿核にさいしピースと核を密着させる様に注意す

る事

(4) 挿核後浜揚げまでの貝の取扱いに注意し、貝を衰弱させぬ様にする事。

(5) 環境条件の激変や悪化する様なすfに垂下せぬ様にする事。

(2) 色彩

翼珠の色は黒、白、黄及び紅(ピ γク)の四系色に分ける事が出米(勿論、

これらの間色や組合せによって細かく分類する事が出米る)、その内で一般的

にピシク色のものが最上品のものとされております。

放にこ Lではピシクの珠を多く作るにはどの様にすれば良いかと云う事に付

いて述べる事になるわけでありますが、真珠の色に関しては数多くの通説があ

るのに射し、現在の所まだ学問的な研究は少く、今後に残された問題が多く、

こLでこの問題について私見を述べるのはどうかと思いますので、こ Lではた

だ現在までの研究結果のみを紹介しておきます。
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ピースに関する研究

ピース貝の年令と真珠の色については、田辺・田畑雨氏によれば2年貝には

クリーム、金色系の珠が多く、 3年貝、 4年貝には白色珠が多いとされておりま

すが、山口氏によればピース貝の年令差は巻きの遅速には影響するが色につい

てはその時の母貝の朕態に影響されるものが大きく一~5年もの L 母貝に 3 年

もの Lピース貝を使用すれば巻きは遅いがピシク・ホワイト系統の珠が多く出

る事が結果として出ているが ーピース貝によってピンクの珠が多いとか少い

とかは云えないようであるとされております。

母貝に関する研究

アコヤガイの外国色と珠の色には関係がないの。

3年もの L母貝に施術して、浜揚げされた哀珠はピシク・ホワイト系統の珠

が少く、クリーム・ゴーノレド系統の珠が比較的多く、又5年もの Lそれではピ

γ ク・ホワイト系統の珠が多く、クリーム・ゴールド系統の珠が割合少ない。7)

貝掃除に関する研究

珠の色をピンク・ホワイト系、クリーム系、グリシ系及びブラック系の四通

りに分けて、その出現の割合と貝掃除の関係をみると貝掃除を全然やらないも

のはグリ-;:/系(ササダマ)が少ないといえる08)

環境に関する研究

挿核部位(フク口、ワヵν、オサエ)別に養殖場による色の出現率をみたと

ころワカν、オサエでは同じ部位に挿核しても、その養成環境によって色の出

現率が臭ってくる傾向がある。 9)

垂下層別にみると浅層より深層にピンク珠の得られる可能性が多い。 10)

(3) 光沢

一般に斗てり、と云われている所の真珠の光沢と云うものは真珠の表面構造

との関係が大きく、光沢のよい珠と悪い珠の表面構造とを比較してみると光沢

のよい珠ではアラゴナイトの結品が大きく(六角形)、比較的規則的に成長し

条線模様を作っているのに射し、光沢の悪い珠ではアラゴナイトの結晶が小さ

く(丸味をおびている)散在したり、不規則に集合しており、条線模様も不規

則であります。(条線模様のない場合や表面が侵蝕され新しい結晶がみられな

い場合及び潮珠の様に表面に不透明なアラゴナイトの層が結晶している場合に

も光沢はわるい)

ところでこの様な表面構造の表はし、かなる理由によるのかと云いますと、和

田氏11)は貝の生理状態、年令.棲息環境の季節的変化等によって表面構造に把
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illーがあると述べておられます。このf日出氏の研究はアコヤガイの貝殻の真珠l将

について研究されたものなのでありますが、勿論朱 I~I 体についても同様な

挙が云えるわけで、今までの経験より皆さん笹IJ存じの肢にぷ弱貝の珠、在員の

珠、夏期の珠※は光沢がJE:いものです。

そこで光沢の良い真珠を作るにはどの様な事にiJ:}息すれば良いかと云う:!fl‘で

ありますが. これについてはJ上二に述ベた桜隊:な!事評より一L応ι次の十以ぷな1倒習怠J点えをとl:f

ることが出ラ来|長ミると思いますO

(1) 浜揚げは水漏の低い冬WJに行う様にする事。

(2) 挿核後浜揚げまで、特に浜払げliuは出米るかぎり只の日比以いにiJ:怠し、

貝を衰弱させる事のない様に注意する。

(3) 環境条件の激変したり、思化する綾な虫下層はさける答。

光沢と色彩とは密接な関係にあり、ピンク珠、特に虹色ピンク球はづ技に吃沢が優れてい

るものであります。故に光沢のためのとの三つの留意点、りまピンク沫の出現芸名を多くする

条件にも相通ずるわけであります。(勿論、色彩を支配する悶子は先に書きました様に

色々なものがあるわけですから、一部のものにすぎませんが)

特にピンク珠の真珠!曹は、一!醤の厚さが薄く、[lつ規則正しい累トバを示していると云

われている事から、アコヤガイの規則正しい真珠!脅の分泌機能に影響を与える様な事、

云いかえればアコヤガイの生理議能に悪影響を与える様な条件を貝によ]-えない事と玉三う

のがピンク珠を多くする為の一つの:犬、きな条件になるものと思います。

深層にピンク珠が多いと玉三われておりますが、その一つの理由として深層の水沼、比

重等の変異の少ない事があげられておりますo

一般に真珠の巻きの停:さや形状はある程度人為的に近、良することがIl't来るが、色彩、

光沢と玉三うものは養嫡場の環皮条件に強く影響されており、人為的に変えることは不可

能であると云われているのでありますが、私は漁場の立体的利用(アコヤガイのi道層の

利用)や貝の取扱い等によってある程度は人為:刊に弘良することが出来るものと思って

おります。

(4) 巻き

真珠の巻き、即ちアコヤガイの真珠質分泌速度と云うものは民自体の生理的

な条件と環境条件によって支配されていると考えられますが、現在までに知ら

れている主な研究結果としては次の様なものがあります。

。モツコ、 トランク(ピニーノレ製)、縄吊り、竹市りのものには奈は認めら

1生土色一三九豆長生壁L主主唱(J)!'i埜り三塁主1叱 hh一一 一 一 一

※ 出]矢湾では9月頃より光沢が良くなり出し、 11月以後になれば的矢滋特有の輝きをも

っ珠が完成されると云われている。

お



。うすまき真珠の成問のーっとしてピースの選ニh方が関係するものと思われ

る。以jJちピースを採築する範囲をI-l-Ulミるかぎり外套l良の中央部に限定し、特に

liu"端及び後端の雨阪端を避けるように留意すれば斗うすまき主珠、の出現=容を

日Jとる程度少なくすることが[J:ulとる。 13)

o li二の荒いほ貝に務長人れしたもの L方が、若貝に施術して同-J1;!11間主した

ものより珠が厚巻きである。].1)

o :-f4:いピース良を使った方が戎る程度巻きを早める事が出来る。 15)

u f利支部位による差はみとめられしぬが実地環境によって廷がある。 16)

。深度による去は少数の例外をのぞきみとめられない。 17)

。珠のをきの鳩加率はA下回の水温より 130Cを控除した積算偵に比(9IJ':;;18) 

する。

以!二の事より民.I3Iミの巻きを良くする為に注意すべきより、として次の如きものを

1'，げる 'Mが 1-]-_¥)fえると思います。

(1) ピース貝、 IU:貝に生活力の!正峨なものを使用すること。

(2) :i@j水品内に於ては出来るだけ良識の水層 UR下層)で養婚すること。

(3) アコヤガイの生活、こ適した環境(:if~下層)でi'H遣すること。

(4) 貝の欧扱いに注意し、貝を衰弱させぬこと。

貝掃除の回数と真珠の巻きに付いて山口氏19)は貝掃除をやったものと、やらなかった

もの、又ゃったもの L回数泊Ijiこよって、比絞してみると真珠の重量(巻き)には濯が認

められなし、。艮IJち貝掃除、の回数を多くしても、真珠の巻きがよくなるとしづ事は考えら

れないようでおると述べておられますが、私はこの結果には貝掃除を行わないものでも

一ヶ月ごとに箆をとりかえたと去う事がフてきく関係しておりぐ普通染者が行っている貝

掃除と箆のとりかえと併せて行うと云う方法の場台には差が出てくるのではないかと考

えております。(勿縮、漁場7こより縫の付着物による汚染主主度や程度には逢いがありま

すから巻きの/去の侭と云うものも漁場により違ってくるものと考えられます)

只掃除を考えたL見合、付着物による環境条件の悪化及びアコヤ貝の衰弱(貝掃除を行

わなかった場合)と只掃除のアコヤガイに与える衝撃及び貝掃除によるアコヤガイの衰

弱(貝婦徐を行った場合)と云け骨反するものが考えられるわけで、簡単Jこ貝掃除とア

コヤガイの関係を云々する事J土出来ないのですが、一応、貝婦除を行わないためにアコヤ

ガイに与える影響が貝掃除を行った為にアコヤガイに与える影響より大きくならない様

に行うところの最少限度の回数の貝掃除と玉三うものが理想Wだと考えられます。勿論、

この理想的な最少限度の回数と玉三うものは漁場や員掃除方法等によって逢ってくるもの

糸 渡辺によれば、真珠質分泌蚤と!.ki昆との間tこはSニ (T-13)kなる関係がある。

(S 分泌:皆、 T 水潟、 k:比例活数)耳目旬、一日の真珠質分i必量はその臼の丞下

回の水温から130Cを減じた値に一正比例jすると云うわけである。
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と忠われます。

おわりに

私は真珠養婚に於てキ貝、、、挿核技術、、、漁、場勺、、海事1'1'業、の四つ

を最も重要なものとして、真珠養殖における回大要素と呼ぶ事が出来るのでは

ないかと考えております。(普通、真珠の品質と云えば(挿核)技術員の腕の

みが問題視されがちなのですが、それは一部分の要因であるにすぎず、他の数

多くの要因の影響をも受けている事をわすれたくないものです。)

故にこの事より結論として良質真珠の養液法と云うものを考えてみると次の

四つに大きく分類する事が出来るわけです。

(1) 良い貝の使用

(2) 優秀な挿核技術

(3) 最適漁場(垂下層)での養嫡

(4) 注意深き海事作業

良質真珠の養嫡法についてはまだ‘不明な点が多く、今後に多くの問題が残され

ているわけでありますが、現在判明していることだけでも実際の養殖法に取入

れ、現在の養殖?去を改良発展させて行きたいものです。その意味で、この一文

が業者各イ立にとって多少でも役立てば幸いです。

参考文献

1)， 2)， 4) 青木駿 異常形真珠について本誌8号

3) K. OMORI 真珠の異常発達真珠の研究1(9)

5) 鳥羽の講醤会にて講演

6) 小竹子之助， 日本工業新聞(昭和33年4月20日)

7)， 14) 山口一登 母貝の年令差による真珠品質の相違について，本誌2(12) 

8)， 19) 山口一登 真珠の品質に及ぼす貝掃除の効果，本誌2(11) 

9) 片田・山口 養殖環境と真珠の色および巻きの関係，本誌3(4) 

10)， 18) 渡部・岡田・宮村・井上 アコヤ貝の養殖真珠の品質と養殖深度と

の関係， 日・水・誌23(5)

11) 和田浩爾 アコヤガイ貝殻構造の電子顕微鏡時観察，国立真研報 2

12) iJj口一登 真珠養殖における垂下様式と真珠の巻及び色について，国立呉研報1

13) 小竹子之助 、うすまき、真珠のできる原因について，日水誌23(7，8)

15) 山口一登 ピース貝の年令差による真珠品質の差異について，本誌s(l)
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18) 渡部哲光 アコヤガイに於ける真珠の巻きと水温との関係， ，真珠の研究

小林新二郎 真珠質分泌の生理，水産増殖3(4) 

(真珠の品質に関する名位の御意見を御聞かせ下さL、。)

1. 組織内の分離せる真珠(袋)

Z 真珠(袋)の移動による真珠(袋)の接語

& 真珠袋の接i音点における癒合

4. (A) 3の状態で真珠質が分泌された場合

4. (B) 接清した真珠質が再び分隊し、真珠質が分泌された場合

μ) 真珠袋

(吋核

け真珠)醤

(ニ) 有機質及び空洞

嗣有機質

可
B

ム
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|資料 i

合成樹脂核に関する諸問題

既に全国真珠の発表や各新聞、 NHKニユース等で問題になっ

らしい合成樹脂核が諸々で見られ、又使用されている様に見られるが、

中の和田技官の報告に併せて、核の研究家である宝来氏の資料、

アンケート等を発表する事にしました。現在では民珠と見なさない...

いという事になってし、るのでこの問題を取りあげるのは疑問である

が、あく迄 l資料として見て頂く様に希望します。(1.'1 Ji二)

プラスチック核で饗告

全 国 真 珠 養 殖 漁協

全国民珠養嫡漁業協同組合ではこのほどプラスチック核を使用した真珠製品

について、共販の取扱いから蛤外することを決定組合員に警告した。

これは最近養タlt'l真珠の中にプラスチック製の核を使用したものが大出Jこ市均

に出回り問題を引起したもので、このプラスナック核を使った珠は〉ι〈あけが非

常に困難なこと、膨張系数が大きいため、自然に真珠!脅が割れて全然使用する

に価しなくなるなど大きな欠点を持っているもので同組が組合員に発し

要旨は次の通り。

1. プラスチック、その他の化学:製品による核(従米のドブ貝から製作 Lた

核以外のもの)を使用した真珠は、組合で取扱わない。

2. 問I二核を使用した烹珠であることを発見できないで取扱った後に発見し

た場合はただちに返却し、これに伴う諸費用、損害念は出品者が負い、組合(土

責任なとらない。

3. 間 l二核の県珠はその出品者の氏名を発表して厳重に警告する。

( i真珠新聞J179号より)
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!真珠合成樹脂で人造核!

サイズ、着色も自由

業界の革命的研究進む

民珠養殖に使用する「核」の材料は、いままでアメリカ・ミ ν乙/ツピー産の

ドブ貝に限られていたが、最近真珠のメッカ三重県ドの大手筋真珠養殖業者の

問で、合成樹脂の人造「核」を使って、好みの色だけでなく、現在養殖真珠の

限界といわれる直径12ミリ以上の超キングサイズのパールを作り出そうという

研究が進められ、すでに全国真珠養殖漁協組(イ升勢市京珠会館内)が、さる10
日からはじめたことしの真珠共同集荷のなかに人造「核」を使用したと思われ

る新浜揚玉がまじっており、真珠業界に革命をもたらすものとして出目されて

いる。

この研究は真円真珠が生れてから満50年、いままで真珠を養殖するさい、ア

ゴヤ貝の中に挿入、このとに真珠質をまきつけさせる「核」は、アメリカ・ミ

νν ツピー産のドプ員を愉入して使われていたが、サイズや斎色の自Etlな合成

樹脂の「枝」を使い、大型パーノレと需要度の高いピンク、ホワイトなどの高級

品ばかりを作って最近の業界の不況を吹っとばそうというねらいから各大手筋

業者の間で極秘裏のうちに研究が進められているもの。

合成樹脂の核が、ドブ貝の核に比べて優る点として①最近ドプ貝が原産地の

ミνν ツピーで乱獲のためあまり大きい貝がとれない。したがって核の大き

さも制限される。これに反して合成樹脂の核はサイズが自由②合成樹脂に鉛

やチタニウムを混合して重さを自由に変えられる@またカドミワム・レッ

ド、カドミヴム‘イエローなどを配合して自由に色がつけられ、このうえに

もたち魚、今、ニνンーなどの魚鱗箔を定着さぜれば、これが核のうえにまい

た真珠賀を通じて真珠の表面に浮び出る④ドプ貝の核にありがちな核割れや

そのほか粗製品がなくなり、サイズの大きさも楽に統一することできる、な

どがあげられている。

すでに大阪の核研究家宝来利一氏がこのほど合成樹脂核の特許を取ったのを

はじめ、各真珠業者も競って研究を進め、すでに実用段階に入ったと見られて

いるO この合成樹脂の「核」を使用してアコヤ良だけでなく、南太平洋産の白

蝶只など、の大貝で真珠養殖を行えば現在数億{聞に一個のわりでしか生れず、一
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個百万円近くもする12ミリ以上の特大豆珠を短期間のうちに相当量っくり出す

ことも技術的に可能となる。

ところが全国真珠養嫡漁協組ではいまのところ合成樹脂「核」の養嫡;真珠は

邪道であるとして真珠ではないとの立場をとっている。しかしこの真珠が大量

に出回ってくれば結局認めざるを得ないだろうという見方をするものも多い。

国立真珠研究所(三重県志摩郡阿児町賢島)所長高山活夫氏の話

私の方としては合成樹脂核を使ったものは現在のところ養殖真珠とみていな

い。しかしこんご大量に出てくる場合を想定すると哀珠とは何ぞやという論

議からはじめ、一つの定義を設けなければならなくなるだろう。

{昭和33年9月19日「産業経済新聞Jより)

正当な真珠でない

鑓賢官器業界から締出し

最近従来のアメリカ産ミ ννツピー産のドブ貝に代って合成樹脂製の真珠械

を使って養殖した「新型真珠」が相当数出回わり、業界に大きな反響を呼んで

いるが、全国真珠養殖漁協組(伊勢市真珠会館内)では「ドブ貝以外の核を用

いた養殖真珠は正当な真珠ではない」との従来の立場を再確認、 30日付で全国

の真珠業者に警告、この業界の革命党をνヤツト・アクトすることになった。

同漁協組の説明によると、同新型真珠は穴あけが容易でなく、加工するさい

の加熱で合成樹脂と真珠質の膨張系数がちがうのでひび割れが生じ、養殖真

珠のI有価を低めるというもの。

またかつて同漁協組で行った真珠市で同新型真珠を知らずに貿求め、加工

したさいひび割れができ60万円の損害を受けたという神戸市の帝真貿易会社の

例をあげている。また針策として①ドプ貝以外のプラスチック製などの化学製

品核を用いた真珠は取扱わない⑧例え評価のさい、発見できず取扱っても後で

判明すれば出品者に返却、これにともなう諸経費、損害は出品者が負担する

@また間真珠の出品者の氏名を発表するなどの非常手段を取ることに決めてい

る。今後大きな反響を呼ぶものと見られる。

(昭和33年10月1日「産業経済新聞Jより)
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プラスチッ
ク核入真珠 正式に認めな い

全国養殖漁組がきめる

全国真珠養嫡漁協組=伊勢市岩淵開T=さきに新しい真珠核として業界の話題

を投げた真珠のプラスチック核の核討を進めていたが、現在の製品ではこれま

での真珠核と封等に扱うのは不適当とし30日、組合員 2，∞o人に法意書をくば

った。

同漁協の話によると昨年から実用段階に入っているー養殖業者がプラスチッ

ク核の哀珠を市場に出しこれを知らずに買った神戸の帝真貿易会社が加工しよ

うとして熱を加えたところ、プラスチックととに巻いた真珠層の膨張系数が違

うため大部分がヒビ割れとなり、数十万円の損害を受けたことがわかった。

先月26白神戸市で開かれた真珠振興会でも問題となり、外国だけでは普通の

真珠と見分けがつかず、万一輸出された場合は翼珠の品位を傷つけるため、共

販の取扱いからは除外することにし業者の協力を呼びかけることになったも

(f)o 

このため同漁協組では、プラスチックその他化学製品による核(ドプ貝から

作った核以外のもの〉を使った真珠は組合で取扱わない、集荷後間真珠が発

見されたときは出品業者に返却、諸経費、損害金は業者が支払う、同核を使

用した業者には強く警告するなどを決め、協力を盟んでいる。

(昭和33年9月19Br中部日本新聞Jより)

.""""""""""""""""""""""""""""'A 

(写)
8 B 221 

公告 昭33.1. 11 

出願入発明者 宝

特許庁

特許公報

出願昭30.7.27

来手11

特許出願公告

昭33・75

特願昭30-20380

堺市常磐町l

(全 1頁)

三和円養殖真珠に挿入した核の除去法
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発明の詳細なる説明

半円義猫足珠は母介の真珠層の音[lE討に半円形の核を挿入しノrJ<.'i'で建殖

し母介が真珠質を分泌して核を真珠層で包被し介甲の点珠腐の部面に同

着した半円形の哀珠にして半円形の主珠を介甲(介妓)より切り取り半

円良珠の養嫡に挿入した核を除去するに、従米は工具等にて削り点はt;!:

る等のため非能率的で冥珠層を損傷し易く真珠としての{耐疫を低ドする

ものなり。

本発明は4半生円真珠の養嫡に繊維素エステノルレ虫戎兄は合成樹脂等等岱の h
物よりなる核をt挿甫入し、養殖後に、その核を除去するために核のみを溶

解する溶剤にて核を溶解し真珠の色沢及質等損傷せず能率的に半円長殖

真珠に挿入した核の除去法にして、本発明は溶剤が真珠質たる炭酸石灰

質とコンキオリン及、核の材質たる有機可塑物に釣し選択的に冥珠質を

溶解せず有機可塑物質のみを溶解する特性の作用を利用し養F直後、溶剤j

にて核のみを溶解して半円養7i~真珠に挿入した肢を除去するを特徴とす

るものなり。

本発明の半円養殖真珠に挿入した有機可塑物よりなる核の除去法の実

施例を示さば次の如し。

あこや介の真珠層の部面に酢酸繊維素よりなる半円形の核を挿入し海

中で養娘し、あこや介が真珠質を分泌して核を頁珠層で包被し介甲の真

珠層の部面に固完ました半円形の珠を介甲(介殻)より切り取り、半円真

珠の養婚に挿入した酢酸繊維素よりなる核を除去するために

アセトン 30部

酢鞭エーテノレ

アノレコーノレ

~jO部

40部

の混合液に浸潰し、核材たる酢駿繊維素を溶解せしめ半円鈴子時点珠に挿

入した核のみを除去し、必要に応じ内閣を磨き新しき核を充lt~ し裏張り

す。

特許諾求の範囲

本文に詳記した如く半円真珠の養殖に有機可塑物よりなる核を挿入し

養殖後にその核を除去するために、核のみを溶解する溶剤にて核を溶解

する半円養殖真珠に挿入した核の除去法。

匁
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半核

半円養殖民球の核(半核)は従来蝦石を使用していますが、養捕後にこの核

を除去するには工具等で削るなどの方法によるため非能率的でありますので、

この紋点を解決する目的にプラスチックの核を使思し、養嫡後に核を除去する

場合撰択ド1:溶媒に没潰し哀珠質を損傷せず核だけを溶解せしめ枢めて能率的に

核を殿、除かんとするものであります。(粘土芸(241534)

然し、プラスチックの科:類は桜めて多くこれが核質の撰択の適否は真珠の品

賀及び歩間に著しく影響すると与えられますので、凡ゆる種類のプラスチック

に瓦り核を試作しこれを蝋石松と比較し養嫡試験を行い、来してどの材質の核

が最適であるかを見出すことは重要な課題と存ぜられますが、これは養殖試験

の過程を経なければ技術的に企業として産業化することが困難のためこれを水

試(庇水、滋水、役.VK等)に試験を依頼中であります。

(写) 特許庁

8 B 221 特許出願公告

特許公報 昭33・2228

公告昭33.4.3 出願問30.6.28 特願昭30--17657

出願人発明者 支来 利

養殖真珠の核

発明の詳細なる説明

堺市常磐RlJ1 

(全 l頁)

安嫡真珠に挿入する核fxドプ介の介殻を円球形等に加工し使用して)方

るがドブ介の介殻の良珠層及び稜柱層は乳白色であるから、この核を母

介に挿入し薄巻き(真珠!曹の薄巻き)にては核自体の乳白色が真珠層を

透視するの憂あるため核の色Vi烹珠色を望むものなるもドプ介の介殻の

核は乳 r~l 色にて真珠色に之しき欠点を有す。介設を材質とする核の外聞

に真珠色を望せしめるために魚、鱗箔等を合存せる塗料を塗着したものは

養獄中に塗Il史(鱗約色の塗艇j が核より剥離するの憂あり。

有機IJnJ_物類を核材とした核は比重が真珠より小さく軽量なるため養
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F直;車工米の核としての価値に之しい。

本発明は比重が真珠とほ V同ぺこして塗1摸(燐柿色の塗i民)が核より

剥離するの愛なぎを特徴とする1ft姐t'%珠の枝に関する改良で塗IJ史(鱗箔

色の設膜)の鱗箔光沢が真珠層(母介が真珠質を分泌し肢を包抱する k+
珠層)を透担し薄巻き(ほ介が烹珠質を分泌し核を包砲する貞珠!出の法

巻き)にても優秀なる色沢を呈するため養姐ずるの期間を短縮し得られ

るものなり。

本発明は有機可塑物(繊維京エスアノレ類或は合成樹脂類)と比重2.8

以上を有する微粉子を混合し比重を冥]米の比重とほゾ問ーとなる様に調

整した形態、大きさ、色彩等任意の核に核体と|司質の可塑物の溶液と鱗

箔光沢物のili合液を妓の外囲に塗澄し、肢体と主主!撲とを同一体として鱗

箔光沢の塗膜が核より剥離するの受をなからしめるものなり。

有機可塑物は核の形態、大きさ、色彩等が任意に得られるため主主殖真

珠の核材として適当なれど比重が1.06-1. 6 (例えば酢酸繊維宗比重1.

27-1. 6スチローノレ樹脂比重1.06)にて真珠の比重2.69-2.75より小さ

いため本発明は比重が真珠より大なる微粉子例えば塩基'['11:炭酸鉛(比重

約 6.5)或は酸化チタニウム(比重3.94)の如き比重が 2.8以I二を有す

る増重剤を有機可塑物に混合し、比重を真珠の比葉とほ Y同一に調整す

るを特徴とす。

色彩はカドミウムレッド、カドミウムイエローその他の色料をiM1tし

任意に着色す。

鱗箔光沢物としては魚鱗箔(太刀魚、組、練、鮭、鱒等の鱗詑i;:!x.は鉛

箔(合成箔)等を使用す。

核をつくるには有機可濯物に増重剤を所要量混合してiなる板又は様生

地を円球形その他の形態に加工し、:支は有ー機可塑物又は有機可塑物の濃

F周波(溶剤!含存濃澗j容液)と増重i'rUを混合し型に入れ加熱出搾して成形

する。

笑施例

宮下酸繊維素 900部と酸化ナタニワム1100部とを混合してなる棒生地を

桂1cmの核に加工し

魚鱗 箔

酢酸繊維素

アセト シ

四塩化エタシ

100部

100部

1000部

800部

円白
内
〈

U



のìJ~台溶液を核のタト囲に 5 回塗 )~f (盗殺主主;こ乾燥)し、真珠とほ X同

ーの比重[(上七重2.75)を有する真珠色(鱗箔が真珠の如き色沢を呈す)

のぷ鍋真珠の核(真珠色の塗肢が似体より剥離するの憂なき核)を得

心。

特 許 請 求の範図

本文に詳記せる如く千f機 Iす型物と、比重 2.8以 i二を有する微粉子を治

合し、比重苦ど t.~珠とほ三同一に調模した桜に、肢体と間質の可塑物の溶

液と賊託i色沢物との混合液を、核の外聞に塗若し秒、体と、鱗?白類含存の

塗肢とを一体とする美子迫真珠の核。

rlij 111各

御承知の通りプラスチックには多くの種類がありlJr泣いもの或は樋めて硬いも

のが有りますので、特に真珠の核として適合するものを見出することにより改

氏出来ると i別言しています。然し穂々と問題がある憂がありますので、品賞、

t判官、漂1-"1、穿孔等を特に慎重に考え度いと存じます。この点、半核なればど

うせ抜き去るものなれば問題が起らないと存じます。

現在までの各水試の結果 浜入 浜]二

(イ)路 7)( 半核 8-15粍 1647ケ 内45ケ 9月10日 12月中旬

(吋徳水 半核 8-18粍 644 9月末 グ

丸 80 ググ

ナスビ形 12 グ グ

け滋水 半核 8*毛 427 10月

(註、上文は質問に封する宝来氏の解答文より転載)

司"""，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，"，，.

アンケート

最近新聞紙上で発表された合成樹脂核使用の真珠について養殖業者の御意見

を参考資料として取りまとめたいので御協力方御願い申し上ます。(編集局)

1 . 貴方はこれ迄に合成樹脂(プラスチック)按を用いた真珠を見たことがあ

りますか。

見た事がある I年前、 2 2年前、 1 3年前、 2 

見た事はないがきいた事がある 今年、 7 1年前、 4 2年前、 l
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見た事もきいた事もない 1 

2. 自分の工場で試験用に用いた事がありますか。

3 試験者Eした結果

従ボのドプ淡よりも全般によかった O 

。 わるかった 2 

全く巻かなかった l 

4. これ迄に昆たり用いたりしたプラスチック核は

透明でガラスに似ている l 

透明で、表耐にやlJかぬってある

不透明で乳色をしている 6 

不透明で表凶にやJかぬってある

真円核である

半円核である

樋円核である

4 

4 

5. 貴方は合成樹指核についてどう思いますか。

仮によい結果であるにしても全然いけない 6 

良い結果であるならば使用して蒸し支えない 5 

良いならばむしろ使用すべきだ

わるくても今後研究して用うべきだ 2 

ある 3 (2-3年初)

ない 13 

6. 会盟真珠が現段階に於ては合成樹脂核を用いた真珠は取扱わず発見すれば

巌重警告をすると同時に損害賠慣を負わせる事を発表したがこれに対する

意見

賛成である 13 

J:1JIr打

。長年にわたる変化その他を充分研究して見なくては使用はいけない。約外

市1;号的問題もあり、宝石的価値論から言っても(ドプ介)と同等もしくはより

良いと~'tう長年の結果によって初めて商品として il:íされるべきものであってま

だ研究中のものを商品として出すべきでない。

0 現況では賛成であるが、プラスチックの核といえども現伝のドプ核にまさ

るものが出来たならば何にも現在の核に開執する必要はないと思います。しか

L現在の如き未完成な核でしたら業界の混乱をまねくばかりでなく義殖真珠そ

のもの L名にか Lわると思いますので反釣します。

。現在の核と同様又は以との品質であれば良いと思いますが、少しでも忠け
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れば止めるべきである。

。現ftの }~J未加工過程に於ける段階ではプラスチック核、冥珠に封する良い

方法が研究されていないのではないかと思うので実務;の国際的信用上充分なる

研究を希む。

反撃}である 2 

理由

0 もしそれが使用の結果良いならば反封する理由はないと思う。

。養殖真珠が発明された当時、外国で大センセ-i/ヨンをまきおこしたが、

結果から云うと天然冥珠と何ら変らないによって現在にいたっている。これと

同じ事。 {1'1も外国産ドプ貝を使用した械でなくても、これに劣らないものであ

れば又、経済的であるなら使用すべきだ。

i;J記、とのアンケートは10月の研究発表会の席上行ったものであるが、解答者

が少なく、まとめる事が出米なかったが出た数字をそのま L記した。

既に試験した所では使用すべきだ……という考えを持っており注目に値

す る。(白井)

|竺報 I1

i. 10月研究努表会

集荷時期になり多忙の為、長らく休んでいた研究会を10月20日伊勢市真珠

会館に於いて開催した。

当日は布施田地区としての技術上の研究成果を発表せられるというので多

くの、特に技術者が集まり活滋な意見の交換が行われ、今後も毎回こういっ

た各地区単位の発表を企画する様にしたいと考えられた。各地に居られる方

々は奮って申し出て頂く様お願い申し上げます。

議題

1 生産系統団体再編成問題について

全国真珠養殖漁業協同組合 常任監事安問勝己氏

2. 本年度の集荷と評価の現況について

全国真珠養殖漁業協同組合常務理事松尾圭起氏
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3. 浜島湾迫子j滑に於ける母貝育成

富士真珠研究部……… …茶木洋二氏

4. 挿核技術についての討論会

挿核 lケの場合の挿核位置について

先導器使用上のa意と大きさについて

3ケ挿核の場合の死亡率について

ピースの「先送り JI後送りJの特質について

「押しJの技術と中間「浮しjの違いについて

布施田地底

代表 周辺時生氏

出席者

国立真珠研究所:丹下

三重県水産試験場:伊藤

水産高校 :宮内

山勝真珠 : 関 、 岩 崎

共栄水政:堤、大須賀

佐藤養殖場:向山、安達

新光 真珠:伊藤、松本、池谷、山口、内藤

真和真珠:浜際、浜地

堀口真珠:村山

須賀利共同真珠:森田

中甚真珠 :中村

官EB 士 豆 珠:青木、茶木

::ft; 村 哀. 珠:竹内

速 7X 真 珠:速水

覚 回 芸毛 珠:佐々木

浜島真珠玉組合:柴原

片田中学校:茶木

jifr :幸田(降)、山本(清)、東(1享)、西弁(万)、橋}Ii (勝)

岩城(美)、山本(保)、山本(寓)

名 倉:字国

矢 口柳(;良)、穂村(文)

相 賀:村田(忠)、大畑(真)、問中(喜)

長 島:入江(光)

=」コー ケ
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j喋 :浜口(清)、瀬川(誠)

if手 LlJ :奥村(友)

1ド 津 浜:吉岡(四)、黒谷(辻)

立 神:舟戸(弘)

{知 出: dJ~爾

布 施 国:田畑(良)、田辺(時)

研 '先 会:佐藤、山本(文)、横瀬、白井、谷

i雑報!

1. 交換資料御礼

国立真珠研究所大村支所: Iしんじゅ」第33、34、35号

日本水産経済新開:日干IJ水産経済新聞

三重県海工水産部水産課:三重県における真珠養殖業の現肢と

問題点 (958)

国立真珠研究所:調査資料第 I、第2号

。真珠研究の動向

。国 立真珠研究所の概要

各県の真珠養殖の現況及びパンフレツト:三重、長崎、愛媛、広島、

香川、高知、和歌山、

静岡、徳島、兵庫、佐賀、

山口、福井、宮崎、

神奈川、滋賀各県

水産属議漁業調整二課:真珠養71直事業の概況

真珠新聞社:真珠新聞
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〔亙-i*J-J
船 舶 職 員 養 成 講 習 会案内

1. 科悶及び期間

丙 種 船 長~f昭和明年1月6日から/同船舶操縦士昭和34年1月泊白から
内燃機関丙種機関長J11 11 2月4日まc' 'J '>1;::;!'.H -l !~HrÆ';::fWI...~L 11 ク 2月4日まで

2. 均 所三軍県志摩郡志摩町平日兵辛口夕、会民館

六日本、水産会
3.諮 締丙議船長誘習漁船技術員養 !宗耕 造先生

成所講師

丙種機関長講習同 t.: 武藤千 丈先生

小型船舶操縦士講習水産試験場 許可村 技師

4. ぞを講資格 別紙の J受験有資格者

5. 会 費(ラ験料 -.[;JJを含む)

丙長 2.500同小型 1.000円
6. 申込先 三宝重県志摩郡浜島町三重県水産伝習所又は

三主主深志摩郡大王町船越 英成J怒機帆船組合

7. 申込期日 12月2J日(火)

8. そ の 他 ] .小型船舶操縦と受講者は開講式をl月6日に:fi¥，、ますから出席して下さし、。

2.開講式当日次の品を持参して下さし、。

会費、戸籍抄本又は住民累の抄本、印鏡、写真(脱帽、正面、上半身、

縦5糎、 1負4糠)船員手帖、免状

3.悶家試験は講習終了後引続いて同地で臨時試験を行います。

4.丙長受講者は丙種航海士又は丙種機関土の悶家試験を希望によって受け

られます。

5.受講のため下宿希望の方はliij以て申しft¥て下さい(月6.000円内外)

主傑講師52)共催 後援問官恥

受験資格 表

iT'¥!illiiO)tii¥l)U 一五一一一…f …一一一五一 際
試験の種別 ;…… --，一一一
rn.¥35k;!.VJ'':''!il.!]lj 船 舶 l期間;資格|職務

l工芸長一船舶 l叫 酬の運航!

両証長雨漏トン数5トン畑の船 3年以上醐万蹴友一|
i験xは内燃機;舶であって旅存運送の明)一一一一|一一一一 機塑り真聖|

1

1類、丙種機関|に共する船舶父は総トン
!1年以主!小型船航操縦士(船舶職員 : l士試験 |数5トン以上の船舶 i _l-'rJ-cJd__ 1 

PJ~JíYa-~iÞl:~総トン数加ン以上の船 I ~~I::l ，- I I ÞYd~~~fiJtr?: I 
丙種船長試験 j哲三百五汚裏目??自 1 3年以上腰高警霊長!

了「血-;!(丙種機関長試|総トン数20トン以上の船丙積航海 士 又 は 丙

験 |哲三 路T湾計吋11年以上議官翌日自主警|船舶職員 i 
ニ日混血一一一一一一一よ一一 忠弘一吐きむ)

年令小型船舶操縦士にあっては17才9ヶ月
その他のものについては19才9ヶ月に達した者でなければならないの
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